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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第２四半期
連結累計期間

第21期
第２四半期
連結累計期間

第20期

会計期間
自　2019年10月１日
至　2020年３月31日

自　2020年10月１日
至　2021年３月31日

自　2019年10月１日
至　2020年９月30日

売上高 （千円） 1,617,657 1,639,681 2,780,094

経常利益 （千円） 194,572 243,382 8,466

親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する当期純損

失（△）

（千円） 111,738 158,841 △381,047

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 112,415 160,288 △380,072

純資産額 （千円） 2,863,269 2,530,920 2,370,631

総資産額 （千円） 3,659,906 3,862,450 3,805,220

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり当期純損失金額（△）
（円） 7.92 11.41 △27.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 7.89 11.41 －

自己資本比率 （％） 78.2 65.5 62.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 198,035 198,903 264,793

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △14,926 △19,099 △26,586

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △134,504 △143,333 509,940

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 905,610 1,652,265 1,615,207

 

回次
第20期

第２四半期
連結会計期間

第21期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年１月１日
至　2020年３月31日

自　2021年１月１日
至　2021年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.31 5.93

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第20期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期

純損失金額であるため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の蔓延が世界的にも続いてお

り、依然として厳しい状況にあります。政府の施策により一時期は持ち直しの動きが一部見られましたが、感染の

再拡大に伴い2021年１月には11都府県を対象とする緊急事態宣言が再発出されるなど、先行きについては極めて不

透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」として、

「電子雑誌」「ソリューション」の業容拡大に努めてまいりました。

　㈱ブランジスタメディアが展開する電子雑誌業務においては、2021年１月に発出された緊急事態宣言の影響は

あったものの、新型コロナウイルス感染症による影響を比較的受けにくい「旅色」のお取り寄せ特集への広告掲載

が好調に推移し、掲載数が増加いたしました。また、自治体とのタイアップによる別冊版「旅色」の発行や広告掲

載では、全国11自治体の掲載を実施し、広告売上が堅調に推移いたしました。「旅色」の月間利用者数において

は、今期目標の500万人に向けて引き続き必要な施策を講じ、媒体価値を向上させることで、広告掲載クライアン

ト数の増加と電子雑誌広告売上の拡大を図ってまいります。

　㈱ブランジスタソリューションが展開するソリューション業務では、ＥＣサイト利用の需要増加を背景に、主力

サービスである「ＥＣサポートサービス」や「ブランジスタ物流」の売上高が堅調に推移いたしました。また、自

社サービスであるＥＣサイトの一元管理システム「まとまるＥＣ店長」では、既存クライアントの満足度向上と新

規クライアントの契約獲得を目的として、Instagram・Facebookへの商品連携を開始いたしました。今後も、クラ

イアントニーズに併せたサービスを提供し、売上高の増加を目指してまいります。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高1,639百万円（前年同四半期比1.4％増）、営業

利益226百万円（同17.8％増）、経常利益243百万円（同25.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益158百万

円（同42.2％増）となりました。

　なお、当社グループは「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」の単一セグメントであるた

め、セグメント別の記載を省略しておりますが、売上の内訳を示すと、電子雑誌関連が1,084百万円（前年同四半

期比4.5％減）、ソリューション関連が519百万円（同16.4％増）、その他子会社が72百万円（同14.7％増）となり

ました（注）。

 

（注）内部取引消去前の金額であります。

 

　当第２四半期連結会計期間の当社グループの財政状況は以下のとおりです。

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は3,862百万円となり、前連結会計年度末に比べて57百万円の増加となり

ました。

 

（流動資産）

　流動資産は3,361百万円となり、前連結会計年度末に比べて82百万円の増加となりました。これは主に、売掛金

が57百万円増加したことによるものであります。

 

（固定資産）

　固定資産は500百万円となり、前連結会計年度末に比べて25百万円の減少となりました。これは主に、繰延税金

資産が減少し、投資その他の資産が34百万円減少したことによるものであります。

 

（流動負債）

　流動負債は822百万円となり、前連結会計年度末に比べて40百万円の増加となりました。これは主に、買掛金が

12百万円、未払金が25百万円増加したことによるものであります。

 

（固定負債）

　固定負債は509百万円となり、前連結会計年度末に比べて143百万円の減少となりました。これは、長期借入金が

143百万円減少したことによるものであります。
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（純資産）

　純資産合計は2,530百万円となり、前連結会計年度末に比べて160百万円の増加となりました。これは主に、親会

社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が158百万円増加したことによるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は1,652百万円となり、前連結会計年度

末に比べて37百万円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下

のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は198百万円（前年同四半期は198百万円の収入）となりました。これは主に、売上

債権の増加による減少56百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益243百万円の計上があったことによる

ものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は19百万円（前年同四半期は14百万円の支出）となりました。これは主に、無形固

定資産の取得による支出6百万円があったことによるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は143百万円（前年同四半期は134百万円の支出）となりました。これは、長期借入

金の返済による支出143百万円があったことによるものです。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2021年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,575,300 14,575,300
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株で

あります。

計 14,575,300 14,575,300 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2021年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年１月１日

～2021年３月31日
－ 14,575,300 － 621,052 － 1,114,834
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（５）【大株主の状況】

  2021年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

㈱ネクシィーズグループ 東京都渋谷区桜丘町20番４号 6,795,280 48.82

楽天㈱ 東京都世田谷区玉川１丁目14番１号 417,600 3.00

近藤　太香巳 東京都渋谷区 269,380 1.94

㈱ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 217,552 1.56

NOMURA PB NOMINEES LIMITED
OMNIBUS-MARGIN (CASHPB)（常任代理
人野村證券㈱）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB,
UNITED KINGDOM（中央区日本橋１丁目
13-１）

197,300 1.42

田邊　昭知 東京都港区 100,000 0.72

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC
ISG (FE-AC)（常任代理人㈱三菱ＵＦ
Ｊ銀行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET
LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM（千代
田区丸の内２丁目７-１）

98,400 0.71

J.P.MORGAN SECURITIES PLC（常任代
理人ＪＰモルガン証券㈱）

25 BANK STREET CANARY WHARF LONDON
UK（千代田区丸の内２丁目７番３号）

95,572 0.69

秋元　康 東京都渋谷区 83,980 0.60

松井証券㈱ 東京都千代田区麹町１丁目４番地 83,300 0.60

計 － 8,358,364 60.05

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 655,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,916,500 139,165 －

単元未満株式 普通株式 2,900 － －

発行済株式総数  14,575,300 － －

総株主の議決権  － 139,165 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が88株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ブランジスタ 東京都渋谷区桜丘町20番４号 655,900 － 655,900 4.50

計 － 655,900 － 655,900 4.50

（注）当社は、単元未満の自己株式を88株保有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年（2007

年）内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年１月１日から2021

年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年10月１日から2021年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,615,207 1,652,265

売掛金 1,809,561 1,867,456

前払費用 39,879 42,147

その他 45,713 39,072

貸倒引当金 △231,135 △239,224

流動資産合計 3,279,225 3,361,716

固定資産   

有形固定資産 26,885 31,332

無形固定資産   

その他 22,202 27,135

無形固定資産合計 22,202 27,135

投資その他の資産   

繰延税金資産 439,818 397,854

その他 ※ 37,088 ※ 44,410

投資その他の資産合計 476,906 442,265

固定資産合計 525,994 500,733

資産合計 3,805,220 3,862,450

負債の部   

流動負債   

買掛金 73,068 85,803

短期借入金 386,666 386,666

未払金 82,396 107,640

未払法人税等 46,021 48,711

前受金 50,391 59,314

預り金 10,842 10,294

業績連動賞与引当金 89,500 61,929

その他 42,922 61,723

流動負債合計 781,810 822,085

固定負債   

長期借入金 652,777 509,444

固定負債合計 652,777 509,444

負債合計 1,434,588 1,331,529

純資産の部   

株主資本   

資本金 621,052 621,052

資本剰余金 1,021,951 1,021,951

利益剰余金 1,221,235 1,380,077

自己株式 △494,114 △494,114

株主資本合計 2,370,125 2,528,966

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △482 964

その他の包括利益累計額合計 △482 964

新株予約権 989 989

純資産合計 2,370,631 2,530,920

負債純資産合計 3,805,220 3,862,450
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

売上高 1,617,657 1,639,681

売上原価 389,635 432,903

売上総利益 1,228,021 1,206,778

販売費及び一般管理費 ※ 1,035,693 ※ 980,231

営業利益 192,327 226,546

営業外収益   

受取利息 7 10

投資有価証券売却益 3,385 －

受取給付金 － 8,270

雇用調整助成金 － 3,584

還付金収入 948 4,333

雑収入 55 3,164

為替差益 － 285

営業外収益合計 4,397 19,648

営業外費用   

支払利息 1,059 2,812

自己株式取得費用 1,026 －

為替差損 67 －

営業外費用合計 2,152 2,812

経常利益 194,572 243,382

特別損失   

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 194,572 243,382

法人税、住民税及び事業税 44,895 42,578

法人税等調整額 37,938 41,963

法人税等合計 82,834 84,541

四半期純利益 111,738 158,841

親会社株主に帰属する四半期純利益 111,738 158,841
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

四半期純利益 111,738 158,841

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 677 1,447

その他の包括利益合計 677 1,447

四半期包括利益 112,415 160,288

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 112,415 160,288

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 194,572 243,382

減価償却費及びその他の償却費 9,390 11,347

のれん償却額 52,102 －

業績連動賞与引当金の増減額（△は減少） △42,863 △27,570

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,009 7,903

投資有価証券売却損益（△は益） △3,385 －

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） △157,390 △56,796

前払費用の増減額（△は増加） △12,284 △2,268

仕入債務の増減額（△は減少） 28,966 12,265

前受金の増減額（△は減少） 2,418 8,922

未払金の増減額（△は減少） 14,381 16,337

預り金の増減額（△は減少） △615 △547

未払又は未収消費税等の増減額 5,316 25,666

その他 19,486 △8,502

小計 122,103 230,139

利息の受取額 7 10

利息の支払額 △1,059 △2,812

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 76,983 △28,434

営業活動によるキャッシュ・フロー 198,035 198,903

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 － △2,500

投資有価証券の売却による収入 3,673 －

有形固定資産の取得による支出 △11,996 △4,563

無形固定資産の取得による支出 △5,598 △6,822

敷金及び保証金の差入による支出 △1,005 △5,213

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,926 △19,099

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,000 －

長期借入金の返済による支出 △30,000 △143,333

自己株式の取得による支出 △185,964 －

自己株式の処分による収入 61,460 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,504 △143,333

現金及び現金同等物に係る換算差額 570 588

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 49,174 37,058

現金及び現金同等物の期首残高 856,436 1,615,207

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 905,610 ※ 1,652,265
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【注記事項】

（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

　当社及び一部の連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設され

たグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につ

いては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告

第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の

税法の規定に基づいております。

 

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積りの仮定につきましては、前連結会計年度の有価証

券報告書の追加情報に記載した内容から重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2020年９月30日）
当第２四半期連結会計期間

（2021年３月31日）

投資その他の資産 9,114千円 8,928千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2019年10月１日
　　至　2020年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日

　　至　2021年３月31日）

給与手当 375,528千円 357,038千円

広告宣伝費 45,936千円 86,602千円

貸倒引当金繰入額 35,026千円 31,697千円

業績連動賞与引当金繰入 47,224千円 47,715千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年10月１日
至　2020年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日
至　2021年３月31日）

現金及び預金 905,610千円 1,652,265千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円 －千円

現金及び現金同等物 905,610千円 1,652,265千円

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」の単一セグメントであるため、

セグメント情報の記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社ブランジスタ(E31776)

四半期報告書

12/16



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年10月１日
至　2020年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日
至　2021年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 ７円92銭 11円41銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
111,738 158,841

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
111,738 158,841

普通株式の期中平均株式数（株） 14,106,029 13,919,312

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ７円89銭 11円41銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 58,672 787

（うち、新株予約権（株）） (58,672) (787)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ブランジスタ(E31776)

四半期報告書

13/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年５月14日

株式会社ブランジスタ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　一宏　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　　強　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ブラン

ジスタの2020年10月１日から2021年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2021年１月１日から2021年

３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年10月１日から2021年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブランジスタ及び連結子会社の2021年３月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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